
令和５年７月25日
第35回 かながわ自殺対策会議

神奈川県における
自殺の状況
（令和４年版）
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自殺者数の推移（S53～R４警察統計）
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3

自殺死亡率の推移（S53～R４警察統計）
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自殺者数(R4)

低値 高値

①
鳥取県

83
東京都
2339

②
徳島県

89
大阪府
1488

③
島根県

112
神奈川県

1337

④
福井県

124
埼玉県
1247

⑤
高知県

138
愛知県
1200

全
国

２１，８８１

都道府県別自殺者数（R3、R4）
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自殺死亡率(R4)

低値 高値

①
徳島県
12.5

山梨県
24.7

②
神奈川県

14.5
秋田県
23.7

③
京都府
14.6

宮崎県
22.7

④
鳥取県
15.1

岩手県
22.0

⑤
山口県
15.4

和歌山県

21.7

全
国

１７．５

都道府県別自殺死亡率（R3、R4）
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• 神奈川県・全国 年代別自殺者数の割合（令和4年） （図2
－4）
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令和４年 神奈川県原因・動機別割合及び健康問題の内訳

14



15

令和４年 神奈川県原因・動機別割合及び家庭問題の内訳
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令和４年 神奈川県原因・動機別割合及び経済・生活問題の内訳
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【神奈川県】
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【神奈川県】
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【神奈川県】
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• 神奈川県 未遂歴 年代別割合 男性 図３－１７
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まとめ
令和４年度神奈川県の自殺の状況は、

• 自殺者数は、115人増加し、1337人となり、全国で3番目の高値。

• 自殺死亡率は、14.5で、全国で2番目の低値。

• 年代別自殺者の割合では、20歳代、40歳代、50歳代で全国値より高値。

• 50歳代、40歳代、20歳代の順で自殺者数は多く、令和に入り増加傾向。

20歳未満の自殺者数は、10年間で一番多い。

• 原因・動機別では、「健康問題」、「家庭問題」、「経済・生活問題」、

「勤務問題」の順に多い。20歳未満では、「学校問題」が1/4を占めた。

• 手段では「首つり」が、場所では「自宅等」が多い。

• 自殺未遂の有無の割合は、女性では約3割を占め、若年女性に多い傾向。
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